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▶ 技術アピール・マッチングニーズ
食の機能性成分を用いた疾病の予防・改善の研究は数多く存在します。しかし、５〜６組の
夫婦が不妊症で、新生児の１４人に１人が体外受精で誕生する現代の少子化社会におい
て、ストレス性生殖障害を食の機能性から予防・改善する試みは殆どありません。当研究室
は、これまで存在しなかったストレス性生殖障害モデルマウスを構築することで、食成分に
よる生殖障害改善の評価を可能とし、世界初の科学的根拠に基づく妊活サプリの開発を目
指しています。

▶ 研究内容の特徴
食成分を活かした種々の疾病の予防・改善。特に、男女（雌雄）のストレス性生殖障害の食
成分による予防・改善を目指す研究は非常にユニークです。
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